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■ はじめに 
雨水桝は道路上に降った雨を下水管等に流し、その後

川や海へ排水することで、交通安全に支障をきたすような
道路冠水の発生を防いでいる。一般的に、道路冠水は降
雨量が既存施設の排水能力を上回った場合に生じる。一
方で、降雨時に既存施設の排水能力に余裕があっても道
路冠水が発生している。この場合の道路冠水の発生要因
の一つとして、雨水桝蓋上に堆積した落葉を除去し冠水
が解消した事例が過去に報告されていることから、落葉堆
積による桝蓋の排水能力低下が考えられる。 

落葉が原因と考えられる桝蓋の排水能力の低下を軽減
するためには、落葉の堆積が桝蓋の排水能力に与える影
響を把握することが重要である。しかし、桝蓋周囲の落葉
堆積量や桝蓋の排水能力に与える影響を定量的に把握
した事例はほとんどない。 

そこで、雨水桝蓋周囲の落葉堆積量調査と、その結果
を参考に設定した落葉堆積量に対する桝蓋の排水能力
を調べる実験を実施した。 
■ 雨水桝蓋周囲の落葉堆積量調査 

雨水桝蓋周囲の落葉堆積量と冠水の有無との関係を
調べるため、落葉終盤時期の2015年12月8日に桝蓋周囲
の落葉堆積量を調査した。調査範囲は過去に道路冠水が
あった1市道を対象に、冠水があった車線側と冠水しなか
った反対車線側の桝蓋上周囲とした。その結果、冠水が
あった側は2.5kg/m2で、冠水しなかった側の0.3kg/m2より
8倍以上多く落葉が堆積していた（図-1）。 

このことから、桝蓋周囲の落葉堆積量が道路冠水の発
生に影響を及ぼしている可能性が示された。 

そこで、桝蓋周囲の落葉堆積量が桝蓋の排水能力に
与える影響を調べる実験を行った。 
■ 落葉の堆積形状が雨水桝蓋の排水に与える影響 

実寸道路模型を用いて、ｹﾔｷ等の落葉3種類・落葉がな
い時と1～5kgの落葉堆積量3種類、ｺﾝｸﾘｰﾄ等の桝蓋3種
類、30～100mm/h降雨相当の給水量3条件、0.5～6.0%の
道路縦断勾配3条件、を組み合わせた全253ｹｰｽの排水
実験を行い、各実験条件が桝蓋の排水に与える影響を調
べた。 

実験では桝蓋への排水量を三角堰で計測し、設定した
給水量で除した値（以後、落下率。）を桝蓋の排水能力
（落下率100%時は排水能力低下無し）として評価した。ま
た、桝蓋周囲の水・落葉の流れを観察し、落下率の低下
について考察するため動画を撮影した。 

以下に落葉種類がｹﾔｷの時の実験結果を記す。 
落葉堆積時の落下率は23.9～100.0%まで変化し、落葉

がない時に比べて最大約8割減少した。落下率が23.9%と
最小の時の実験条件は、ｺﾝｸﾘｰﾄ、0.5%道路縦断勾配、
100mm/h降雨相当の給水量、ｹﾔｷ5kg堆積時で、この時
の桝蓋周囲の水・落葉の流れを動画で確認した。その結
果、多量の落葉が桝蓋を給水側から車道側一帯にかけて
囲うように堆積していることが確認できた(図-2)。そこで、こ
のような落葉堆積形状を「形状A」、それ以外を「その他の
形状」とし、他の実験ｹｰｽも分類し、分類ごとの落下率を
比較した。その結果、形状Aの落下率の平均値は36.0%で、
その他の形状の時の72.4%と比べて半分以下となった(図
-3)。これは、桝蓋を囲うように堆積した落葉に阻まれ、水
が桝蓋を迂回して流下するため落下率が小さくなったと考
えられる。また、形状Aは、落葉量5kg、100mm/h降雨相当
の給水量、道路縦断勾配0.5%時に多く形成された。これは、
多量の水によって多量の葉が動かされることと、緩い勾配
で水がゆっくり流下することで葉が塊ごと動かされ、桝蓋
周囲で動かなくなるためと考えられる。 

以上より、落下率に対して落葉堆積形状が大きく影響を
及ぼす可能性があることが確認された。また、ｹﾔｷの落葉
が堆積した時に落下率が大きく低下する場合の落葉量、
給水量、道路縦断勾配の実験条件が整理できた。 

今後は、ｹﾔｷ以外に行ったｲﾁｮｳ・ﾌﾟﾗﾀﾅｽの落葉の場
合の実験結果を同様に整理し、実験条件・落葉堆積形状
と落下率の関係について考察を進める予定である。 
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図-1 桝蓋周囲の落葉堆積状況 

図-2落葉堆積形状A 図-3 形状Aとその他の落下率分布 
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